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１ 市の概要 

２ 都市構造の分析評価 

３ 市民等意識調査結果の整理 

４ 島田市が目指す都市の将来像 
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１ 市の概要  

（１）広域的位置 

本市は静岡県中部に位置し、大井川の両岸に広がる面積約 315.7km2 の市域を有しています。 

 本市の中央部を新東名高速道路が東西に通過するほか、その南側には国道１号、JR 東海道本

線・東海道新幹線及び東名高速道路が通るなど、交通の要衝となっています。  

 また、本市の南端には富士山静岡空港があり、全国各地や世界をつなぐ空路の玄関口でもあり

ます。 

図 島田市の広域的位置 
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（２）地形 

 島田市の地形は、北部の山間地域と南部の台地及びその２つに挟まれた大井川の扇状地から形成

されています。 

また、一級河川大井川は川幅約１km にもおよび、本市の成り立ちに重要な関わりを持つととも

に、中心市街地周辺地域と初倉地域及び金谷地域や川根地域を二分しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 地形区分図 

凡例 

低地 

台地・段丘 

丘陵地 

山地 

行政区域 

都市計画区域 
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（３）沿革 

 旧島田市はかつての志太郡・榛原郡の 24 の集落から、旧金谷町はかつての榛原郡 16 の集落か

ら、旧川根町はかつての志太郡・榛原郡の５の集落から廃置分合を繰り返し、旧島田市と旧金谷町

が 2005 年（平成 17 年）５月５日に合併しました。さらに 2008 年（平成 20 年）４月１日に旧川

根町と合併し、現在の島田市となっています。 

 

 

 

 

  

「駿河国」（志太郡） 

「遠江国」（榛原郡） 

【廃置分合の概要】 

・1948 年（昭和 23 年）島田町が市制施行 

・1955 年（昭和 30 年）志太郡六合村、大津村、大長村、伊久身村南部を編入 

・1961 年（昭和 36 年）榛原郡初倉村を編入 

・2005 年（平成 17 年）島田市と金谷町が合併。新島田市が誕生 

・2008 年（平成 20 年）榛原郡川根町を編入 

図 本市の成り立ち 
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図 廃置分合の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

榛原郡神谷城村 
榛原郡牧野原村 
榛原郡菊川村 
榛原郡金谷河原町 
榛原郡金谷宿 

榛原郡高熊村 
榛原郡福用村 
榛原郡神尾村 
榛原郡志都呂村 
榛原郡大代村 
榛原郡番生寺村 
榛原郡竹下村 
榛原郡横岡新田 
榛原郡横岡村 
榛原郡牛尾村 
榛原郡島村 

榛原郡湯日村 
榛原郡阪本村 
榛原郡中河村 
榛原郡大柳新田 
榛原郡舟木村 

志太郡東光寺村 
志太郡細島村 
志太郡御請新田 
志太郡岸村 
志太郡阿知ヶ谷村 
志太郡道悦嶋村 

志太郡千葉山 
志太郡尾川村 
志太郡野田村 
志太郡大草村 
志太郡落合村 

志太郡嶋田宿 

志太郡鵜綱村 
志太郡神座村 
志太郡相賀村 
志太郡伊太村 

志太郡身成村 
志太郡伊久美村 
志太郡笹間渡村 

志太郡笹間下村 
志太郡笹間上村 

榛原郡葛籠村 
榛原郡抜里村 
榛原郡家山村 

1955(S30)編入 

（名称変更） 

2005(H17)合併 

（町となる） 

志太郡島田町 
1979(M22) 

志太郡六合村 
1979(M22) 

志太郡大津村 
1979(M22) 

榛原郡金谷町 
1979(M22) 

榛原郡五和村 
1979(M22) 

榛原郡初倉村 
1979(M22) 

志太郡大長村 
1979(M22) 

志太郡伊久身村 
1979(M22) 

榛原郡下川根村 
1979(M22) 

榛原郡笹間村 
1979(M22) 

島田市 

金谷町 

川根町 

島田市 

1955(S30)編入 

1955(S30)編入 

1957(S32) 

1961(S36)編入 

1955(S30)編入 

1948(S23) 

1955(S30) 2008(H20)編入 
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（４）都市の成り立ち 

本市は、丘陵地に縄文時代の遺跡が多く分布し、江戸時代には東海道の難所として、大井川の川

留めによる宿場として栄えました。また、江戸時代に広まったとされる茶の栽培が市内全域で広く

普及しました。 

明治時代からは、大井川の水運を活用した木材の生産・流通が活発に行われ、現在では有利な立

地環境により広範な企業立地が進み、大井川流域の中核都市として、都市機能を集積しその役割を

担っています。 

以下、明治時代以降の都市の成り立ちを、４地域（中心、六合、初倉、金谷。区分図参照）の状

況、道路・橋・鉄道などの交通インフラの整備状況に着目して、次のように整理しました。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 ４地域区分 

中心地域 六合地域 

金谷地域 

初倉地域 

※中心地域は、一部大津及び大長地域も含む 凡例 

都市計画区域 

用途地域 

行政区域 

地域区分 

人口集中地区（DID）2015 

鉄道 
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1889 年 
（明治 22 年） 

◆金谷地域 
金谷駅が 1890 年に開業。周辺
の旧東海道沿いにまちを形成 

◆中心地域 

島田駅が 1889 年に開業。駅北側の 
旧東海道沿いを中心にまちを形成 

● 
金谷駅 

● 

◆初倉地域 

牧之原大茶園が開拓（1870～1880 年頃） 

・旧東海道の木橋 

旧東海道 

・蓬莱橋完成（1879 年） 

島田駅 

◆六合地域 
旧東海道沿い及び東海

道本線の南側に集落を
形成 

● 
金谷駅 

● 

◆中心地域 
旧東海道沿いを中心に徐々に

まちが広がる 

◆初倉地域 
集落を形成 

・木橋が増水で流失

し渡船が運行 

旧東海道 

島田駅 

1916 年 
（大正５年） 



 

22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 
金谷駅 

● 

・大井川鐵道が開業（1927 年） 

◆中心地域 
旧東海道沿いの北側にも徐々
にまちが広がる 

旧東海道 

島田駅 

● 

● 
金谷駅 

◆中心地域 

大井川沿いに大規模工場が立地 

旧東海道 

島田駅 

・大井川橋が現在の鉄橋

（1928 年完成）となる 

1940 年 
（昭和 15 年） 

1955 年 
（昭和 30 年） 
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● 
金谷駅 

● 

◆金谷地域 

大井川沿いに大規模工場が立地 

◆中心地域 

現在の市街地の骨格が形成 

・国道 1 号バイパスの新大井川橋
が完成（1971 年） 

 

旧東海道 

・東海道新幹線が
開通（1964 年） 

島田駅 

・島田大橋が完成（1994 年） 

◆六合・初倉地域 
大井川沿いに大規模工場

が立地 

島田駅 

● 

金谷駅 

◆金谷地域 
市街地の形成が進む 

◆中心地域 
市街地の形成が進む 

・国道 1 号バイパスが概成 

◆六合地域 

六合駅が開業（1986 年） 
周辺の市街化が進む 

旧東海道 六合駅 

● 

● 

◆谷口橋 
現在の橋（1957 年完

成）となる 

1975 年 
（昭和 50 年） 

1996 年 
（平成８年） 
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出典：国土地理院ホームページ（1889 年、1916 年、1940 年、1955 年、1975 年、1996 年、2019 年） 

● 

金谷駅 

● 

◆金谷地域 
土地区画整理事業等に

よる基盤整備が進む 

・新東名高速道路が開通（2012 年） 

旧東海道 

◆初倉地域 
幹線道路沿道の 
土地利用が進む 

◆中心地域・六合地域 
一体の市街地を形成 

  ● 

・富士山静岡空港が開港（2009 年） 

・島田駅南口駅前広場が整備（2008 年） 

島田駅 

六合駅 

2019 年 
（平成 31 年/令和元年） 


